
１．中高生向けパンフレットの
表紙について

２．中高生向けパンフレットの
中身について

３．大人向けパンフレットにのせる
「大人へ伝えたいメッセージ」

みなさんに聴いたこと

１．実施期間 令和7年8月29日（金）

２．対 象 中学生・高校生

３．実施方法 オンライン（Zoom）での聴き取り

４．担当課 少子化対策課

キッズ・モニター＋
第２回オンラインイベント
テーマ
「子ども条例啓発パンフレットについて」

「三重県子ども条例」を

多くの人に知ってもらうための

啓発パンフレットづくりに

ご参加いただき、ありがとうございました。

すてきなアイデアをたくさん取り入れた、

新しいパンフレットが完成しました！

素晴らしい意見をたくさんもらったので、

次のページから紹介します！

いただいた意見の活用



パンフレットの表紙について

・イラストが「立っている
だけ」な感じがする。

4種類のデザインを見て、良いと思ったところ、
改善したほうがいいと思うところなどを教えてもらいました。

・「三重県子ども条例」と
大きく書いてある方が、
題材がはっきりとしてい
てわかりやすい。

・背景が白いものは、
メリハリがある感じが
するし、文字が読みや
すい。

・「すべての子どもが～」は
タイトルにすると、
文字が多すぎる。

・次のページからの、
いろんな場面のイラス
トを表紙にも使うのが
いいと思う！



パンフレットの表紙 完成版！！

人が「立っているだけ」のイラストではなく
・自分の声を届けようとメガホンを持っている
・「意見」を大切にぎゅっと抱きしめる
など、前向きな印象のイラストを追加しました。

背景は「白」を採用して
イラストやタイトルを読みやすくしました。

みんなを「つつみこむ」イメージ
＝「リボン」のイラストを入れました



１～２ページめ みんなの意見パンフレットの中身について

・「参画」という言葉は、
少しわかりづらいかも。

・「『その』意見が…」、
「『その』最善の利益…」
『その』はないほうが
伝わりやすい。

・イラストは、
わかりやすくていい！



１～２ページ 完成版

「参画」という言葉を
「参加」に変更しました。

『その』という文言を取って
わかりやすくしました。

「悪口を書かれた」
「傷ついた」

↓
「悪口を書かれる」
「傷ついている」



３～５ページめ みんなの意見

・「『その』意見が…」、
「『その』最善の利益…」
『その』はないほうが
伝わりやすい。

・リボンの表現が
「包み込んでいる」というイメージで素敵。

・わかりやすい。立っているだけな印象の
イラストもあるけど、悪くない。



３～５ページめ 完成版

「子どもの権利」を学ぶイラスト
子どもだけでなく、大人も一緒に
学んでいるものに変更しました。

誤字の修正
×聞いてもらい

→〇聞いてもらいたい



パンフレットにのせた声以外にも…
みんなに聞いた「大人へ伝えたいこと」

・少数派の意見や、少数派の人が困っている状況を、
軽んじることなく大事にしてほしい。

・社会と関わる機会がない。オフラインで、誰かと話し
て一緒に協力して、何かをする。そういうことができ
る場所が、もっと知られるといいと思う。

・「どうせ子どもなんだから」「子どもの意見は論理性
がなくて聞くに値しない」みたいに受け取られること
がある。

・頭ごなしに言われるのは、尊重されていないと思う。
大人には子どもと意見を交換する姿勢を持ってほし
いと思う。

←①小学生の部②中学生・高校生の部で
みんなが教えてくれた「大人へのメッセージ」は
大人用パンフレットの最後のページにのせました！



たくさんの意見をありがとうございました！

みなさんが届けてくれたアイデアや思いを取り入れて、

新しいパンフレットが完成しました！

「三重県子ども条例」は、

「子どもの権利」が保障される社会の実現を

目指して制定された条例です。

子どもたちが将来に夢や希望をもって暮らすことができる

三重県を作るため、

この条例をより多くの人に知ってもらえるように

これからも取り組んでいきたいと思います。

ご協力いただき、ありがとうございました。 少子化対策課

担当課
より
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